
i 序

序
め
ぐ
り
あ
ひ
て 

見
し
や
そ
れ
と
も 

わ
か
ぬ
ま
に 

雲
隠
れ
に
し 

夜
半
の
月
か
な

『
紫
式
部
集
』
巻
頭
歌
に
し
て
、『
百
人
一
首
』
に
も
採
録
さ
れ
た
、
紫
式
部
の
代
表
歌
で
あ
る
。
本
書
は
、
紫
式
部
の
生
涯
に
関

す
る
考
証
論
攷
と
『
源
氏
物
語
』
の
暦
象
で
構
成
し
た
。
タ
イ
ト
ル
「
み
し
や
そ
れ
と
も
」
は
、
本
書
に
お
い
て
足
掛
け
三
十
年
に
渡

る
考
証
の
限
り
を
尽
く
し
て
も
、
な
お
、
紫
式
部
の
実
像
に
ど
こ
ま
で
迫
れ
た
の
か
と
い
う
わ
た
く
し
の
感
慨
そ
の
も
の
で
あ
る
。

今
年
二
〇
二
四
年
は
、
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る
君
へ
」
に
よ
っ
て
、『
源
氏
物
語
』
千
年
紀
以
来
の
出
版
ブ
ー
ム
、
紫
式
部
関
連
本

が
書
架
に
溢
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。
た
だ
し
、
注
目
し
て
い
た
紫
式
部
の
伝
記
に
関
す
る
新
見
解
は
見
あ
た
ら
ず
、
む
し
ろ
、
明
ら

か
に
誤
り
と
思
わ
れ
る
旧
説
が
踏
襲
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
紫
式
部
の
没
年
を
一
〇
一
四
年
と
す
る
の
は
、
小
野
宮
（
藤
原
）
実

資
の
日
記
『
小
右
記
』
長
和
二
年
（
一
〇
一
四
）
五
月
二
十
五
日
条
に
「『
越
後
守
為
時
女
』
な
る
女
房
が
以
前
か
ら
雑
事
の
取
り

次
ぎ
役
で
あ
る
と
記
さ
れ
る
こ
と
を
根
拠
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
も
『
小
右
記
』
に
は
「
相
逢
女
房
」
な
る
常
套
表
現
が
再

三
見
ら
れ
る
か
ら
、
一
〇
一
四
年
没
年
説
は
そ
の
検
証
す
ら
怠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
紫
式
部
の
本
名
に
関
し
て
も
一
説
と
し
て
「
藤
原
香
子
」
説
に
触
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、「
議
論
が
あ
る
」「
今
は
否
定
さ

れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
常
套
句
で
独
自
に
検
証
し
た
り
、
論
破
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
は
て
は
、
紫
式
部
は
叙
爵
さ
れ
て
い
な
い

か
ら
、
名
前
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
る
極
論
が
何
度
か
ネ
ッ
ト
記
事
と
し
て
配
信
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
第
一
部
「
諸
説
総

覧　

紫
式
部
伝
」
に
同
僚
女
房
を
総
覧
し
た
が
、
叙
爵
さ
れ
た
記
録
が
な
く
と
も
、
多
く
の
女
房
の
氏
名
出
自
が
判
明
し
て
い
る
。
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例
え
ば
、
藤
原
実
資
の
娘
の
幼
名
は
か
ぐ
や
姫
（『
大
鏡
』）、
長
じ
て
千ち

古ふ
る

（
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
十
二
月
九
日
条
）。
女
房
と

し
て
働
い
て
い
た
こ
と
は
『
小
右
記
』
で
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
紫
式
部
は
私
的
に
採
用
さ
れ
た
女
房
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま

た
名
前
が
な
か
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
道
長
の
後
宮
政
策
重
点
化
に
よ
り
、
公
私
の
採
用
区
別
な
く
、
も
れ
な
く
公
的
存
在
で

俸
禄
も
賄
わ
れ
て
い
た
と
す
る
吉
川
真
司
説
が
あ
る
（
本
書
第
一
部
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、
例
外
が
す
ぐ
に
挙
証
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
こ
の
説
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
ん
な
絶
望
的
な
状
況
の
中
、
わ
た
く
し
に
と
っ
て
嬉
し
い
光
明
と
な
る
論
文
集
も
刊
行
さ
れ
た
。

『
歴
史
評
論
』
二
〇
二
四
年
一
月
号
（
第
八
八
五
号
）
歴
史
教
育
者
協
議
会
の
特
集
で
あ
る
。

〈
紫
式
部
〉
を
歴
史
か
ら
読
み
解
く

服
藤
早
苗　

紫
式
部
と
中
宮
彰
子　
　
　
　
　
　
　

※
本
書
第
一
部
初
出
稿
を
没
年
説
と
し
て
引
用

伴
瀬
明
美　

紫
式
部
の
人
生
を
た
ど
る
に
は　
　
　

※
本
書
第
二
部
第
一
章
を
生
年
諸
説
と
し
て
引
用

こ
の
よ
う
に
、
史
学
研
究
者
の
眼
に
と
ま
る
拙
論
も
あ
る
こ
と
を
知
り
、
本
書
の
公
刊
を
思
い
立
っ
た
。
こ
れ
に
、
こ
の
数
年
書

き
継
い
で
き
た
暦
象
想
像
力
の
論
攷
と
本
書
に
か
か
わ
る
掌
編
群
を
附
篇
と
し
て
加
え
、
一
書
と
し
た
。

第
二
部
第
一
章
「
あ
る
紫
式
部
伝　

本
名
・
藤
原
香
子
説
再
評
価
の
た
め
に
」（
二
〇
〇
三
年
）
は
、
角
田
文
衞
先
生
が
た
い
へ
ん

喜
ん
で
下
さ
り
、『
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
』（
勉
誠
出
版
、
二
十
巻
、
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
六
年
）
と
し
て
発
展
さ
せ
、
昨
年
『
紫
式
部

伝　

平
安
王
朝
百
年
を
見
つ
め
た
生
涯
』（
勉
誠
社
）
と
し
て
上
梓
し
た
。
本
書
の
姉
妹
編
と
し
て
お
読
み
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

顧
み
れ
ば
、
本
書
の
存
在
論
拠
の
基
幹
と
な
る
『
御
堂
関
白
記
』『
小
右
記
』『
権
記
』
の
訓
読
を
ご
教
示
賜
っ
た
萩
谷
朴
先
生
、

黒
板
伸
夫
先
生
、
盟
友
三
橋
正
と
は
幽
冥
分
つ
こ
と
と
な
っ
て
久
し
い
。

謹
ん
で
本
書
を
先
達
の
御
霊
に
捧
げ
た
い
。
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